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●とき…2月20日まで

・・ところ…観光センター

ト内容…公民館の絵画サークが

日本画サークルが出友．
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急
速
な
都
市
化
は
、
都
市
用
水
や
汚
水
量
の
増
加
、
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そ
し
て
水
質
の
悪
化
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
町
を
流
れ
る
宇
治
川
の
水
質
汚
濁
も
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
つ
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い
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
快
適
な
生
活
環
境
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昭
和
四
十
七
年
に
宇
治
市
全
域
の
公
共
下
水
道
事
業
を
都
市
計
画
決
定
、

1
ｌ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
1
9
ｅ
ｌ
ｌ
自
－
―
―
ｓ
Ｉ
Ｉ
ａ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
Ｉ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
－
―
ｌ
Ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｌ
Ｉ
ａ
－
1
－

今
年
度
か
ら
第
一
期
と
し
て
東
宇
治
下
水
処
理
場
の
建
設
と
管
渠
（
汚
水
管
）
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東
宇
治
処
理
区
は
、
宇
治
市
単

独
公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
五
十

二
年
度
か
ら
暑
手
し
ま
し
た
。
同

事
業
の
全
体
計
画
は
、
計
画
処
理

面
積
八
四
〇
む
、
計
画
処
理
人
口

九
万
七
百
四
十
人
、
処
理
場
一
力

61年度から一部供用へ
東・西処理区に分けて整備

事

―
1
1
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所
と
な
っ
て
い
未
了
。
第
一
期
計

画
と
し
て
六
地
蔵
地
域
全
体
と
木

幡
地
域
の
一
部
（
計
回
処
理
面
積

一
三
三
ｎ
、
計
画
処
理
人
口
一
万

四
千
二
百
十
人
）
の
事
業
認
可
を

五
十
二
年
度
に
受
け
、
五
土
（
年

度
ま
で
に
処
理
場
用
地
七
・
一
万

を
取
得
、
今
年
度
か
ら
処
理
建
設

工
事
に
着
手
し
て
い
未
了
。

こ
の
東
宇
治
下
水
処
理
場
は
六

地
蔵
徳
永
に
、
五
十
七
年
度
か
ら

六
十
年
度
の
四
ヵ
年
計
画
で
第
一

期
分
貧
護
し
、
六
十
一
年
度
に

は
一
部
の
地
域
で
供
用
し
て
も
ら

東宇治下水処理場計画所在地／宇治市六地蔵徳永および木幡北島

項目 全体計画 第ｉ期計画
敷地面積 ＴＺ，ＯＯＯぱ42，000ｍ’
処理面積 840ｈａ 133ｈａ

処理能力人口 90，740人 14，210人
処理能力 63．400ｍ’／日7，611ｍ’／日

処理方法 標準活生汚泥法性分流式

オゾン処理，水洗浄
排除方法
ｌｉｔ＄ｉ方法

末津川流域下水道計画

▲
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
リ
ヘ
（
写
真
は
東
宇
治
処
理
場
完
成
予
想
図
）

え
る
ぶ
つ
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

い
ま
ず
。
建
設
中
の
処
理
場
の
規

模
は
第
一
期
計
画
の
う
ち
の
一
日

三
、
五
〇
〇
ノ
の
下
水
処
理
能
力

（
約
五
千
三
百
人
分
）
か
石
つ
も

の
で
、
事
業
費
は
約
三
十
億
円
が

忌
恰
岩
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

同
処
理
場
の
全
体
が
完
成
し
た
と

き
に
は
、
テ
ニ
ス
コ
’
‐
ト
、
バ
レ

ー
コ
ー
ト
、
グ
ラ
ン
ド
な
ど
忿
整

備
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
利
用

い
た
だ
き
健
夙
つ
く
り
に
役
立
て

て
も
ｅ
つ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
管
渠
（
汚
水
管
）
事
業

は
認
可
公
客
延
同
区
域
（
一
三

一
云
）
に
全
長
約
二
十
七
‘
ｔ
だ
の

管
渠
布
設
を
実
施
。
六
十
八
年
度

に
完
成
の
予
定
で
、
事
業
費
は
四

十
億
円
か
ら
五
十
億
円
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
ず
。

▲すすむ汚水管布設工事（昨年1月木幡正中で）

4
市
3
町
で
流
域
下
水
道
に
西
宇
治
処
理
区

一
方
、
西
牢
治
処
理
ほ
（
宇
治

川
左
岸
流
繕
萱
下
水
道
）
は
、

当
初
、
市
単
独
事
業
と
し
て
訂
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
広
域
的
下
水

道
行
政
客
于
め
る
た
め
、
府
と

宇
治
川
左
岸
の
宇
治
市
・
京
都
市

・
城
陽
市
・
久
御
山
町
・
井
手
町

の
三
市
二
町
が
調
整
か
行
い
、
先

に
計
回
さ
れ
て
い
た
木
津
川
左
岸

流
域
下
水
道
（
八
幡
市
、
田
辺
町
）

に
宇
治
川
左
岸
流
域
下
水
道
が
合

伊
米
津
川
流
域
下
水
道
（
四
市

三
町
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
計
画
は
、
対
象
区
域
が

拡
大
し
事
業
計
画
が
大
き
ぐ
な
る

た
め
、
国
の
重
点
事
業
と
し
て
推

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と

と
も
に
、
処
理
場
を
Ｉ
ヵ
所
に
す

る
こ
と
か
ら
建
設
費
、
維
持
管
理

費
で
大
き
な
節
減
が
図
れ
る
な
ど

の
利
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
処
理
場
建
設
な
ど
の
主

要
施
設
は
京
都
府
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
か
か

る
本
市
の
左
岸
区
域
の
面
積
は
Ｉ
、

四
二
〈
お
で
。
計
画
処
翠
人
口
は

十
二
万
六
千
三
百
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
供
用
開
始
は
右
岸

公
共
下
水
道
と
同
時
期
の
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ぶ
つ
に
、
本
市
の
公
共
下

水
道
事
業
は
計
回
さ
れ
て
い
康
ｙ

が
、
市
全
域
に
か
か
る
事
業
の
整

－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
｀
惣
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備
に
は
、
現
在
の
単
価
で
約
一
千

三
百
億
円
の
経
費
と
短
か
く
て
も

五
十
年
と
い
ラ
年
月
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
協
力
で

　
　
　
生
活
環
境
を
充
実

　
と
こ
ろ
で
、
市
の
人
口
は
・
）
Ｍ
4
＞

な
ぐ
土
八
万
人
。
京
都
府
の
南
部

地
域
の
中
核
都
市
と
し
で
発
展
し

で
き
ま
し
た
。
1
か
し
豊
か
な
自

進
め
る
こ
と
と
し
、
前
年
度
か
ら

一
部
の
地
域
で
は
管
渠
の
布
設
工

事
に
取
り
組
む
な
ど
建
設
に
向
け

て
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
ま
し
た
。

然
聚
守
り
、
安
全
で
快
適
な
中
活

環
境
を
つ
く
る
う
え
で
重
要
な
下

水
道
事
業
は
大
今
豆
ち
遅
れ
て

い
る
の
が
実
情
で
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
下
水
道
の

建
設
を
璽
点
施
策
の
一
つ
と
し
て

下
水
道
事
業
の
計
画
的
推
進
に
努

め
、
み
ど
り
豊
か
な
住
み
た
い
住

ん
で
ぶ
か
っ
た
町
つ
く
り
牽
め
ざ

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●公共下水道とは………………

主に市街地における家庭汚水や

工場排水を集めて終末処理場で浄

化したうえ河川などに放流するか、

流域下水道に排出します。

原則として市町村が設置、管理

します。

●流域下水道とは

河川流域あるいは内湾流域を単

位として、二つ以上の市町村にま

たがる地域の汚水、雨水を広域的

に集水し処理するものです。

都道府県が設置し、管理する下

水道です。

151

宇治市の下水道事業

くらしを守る下水道
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築
く
た
め
、
昭
和
四
十
七
年
に
宇
治
市
人

今
年
度
か
ら
第
一
期
と
し
て
東
宇
治
下
水
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
自
1
1
1
1

六
地
蔵
に
処
理
場
を
建
設

　
　
　
　
　
　
　
東
宇
治
処
理
区

　
宇
治
市
の
公
共
下
水
道
計
固
は
、

宇
治
川
を
境
に
し
で
東
宇
治
処

理
区
（
宇
治
川
右
岸
公
共
下
水
道
）

「；＞

，jｊ

と
西
宇
治
処
理
区
（
木
津
川
流
域

関
連
公
共
下
水
道
）
に
分
け
で
策

定
し
で
い
康
す
。
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1983年（昭和58年）2月11日発行（2）宇1台Ｔｐ正（だより第620号

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

今
回
は
消
費
牛
居
モ
ニ
タ
ー

Ｂ
ク
ル
ー
。
プ
の
研
究
ま
と
め
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
最
近
、
食
品
用
ラ
″
プ
が
普

及
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
″
ト
や
小
売
店
で
も
食
品
を
包
む
の
に

使
用
し
て
い
康
ｆ
ｙ
。
と
こ
ろ
が
、
食
品
を
Ｉ
フ
ッ
プ
で
包
み
電
子
レ

ン
ジ
で
加
熱
し
た
時
、
溶
け
た
り
縮
ん
だ
り
、
破
れ
た
経
験
か

ら
関
心
か
痔
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
ラ
″
プ
に
含

ま
れ
て
い
る
添
加
物
に
よ
っ
て
、
水
槽
の
金
魚
が
死
ん
だ
実
験
を

新
聞
な
ど
で
知
っ
た
こ
と
も
き
っ
か
け
で
し
た
。

台
所
の
必
需
品
に

近
所
の
方
六
十
人
金
屋
に

実
施
し
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
主
な
結
果
が
次
の
ぷ
つ
に
出

ま
し
た
。

ラ
ッ
プ
の
使
用
に
つ
い
て
、

・－－－－・－－－－－ミミー¶

●

●

い
る
か
と
い
ラ
問
い
に
は
、
ぼ

い
Ｌ
が
五
八
％
、
μ
り
芥
が

四
二
％
。
そ
し
て
、
ラ
″
プ
を

水
槽
に
っ
け
て
お
く
と
、
金
魚

が
死
ぬ
実
験
を
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
見
た
か
に
つ
い
て
、
。
い
い
外

が
七
五
り
で
、
ぼ
い
Ｌ
が
二
五

％
と
い
ラ
結
果
で
し
た
。

回
答
者
の
感
想
で
は
、
「
便
利

ま
し
た
。
調
査
対
象
の
ラ
″
プ

は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

小
売
店
な
ど
で
購
入
し
て
き
た

十
銘
柄
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
品

名
、
原
材
料
名
、
添
加
物
、
寸

法
、
耐
熱
温
度
、
耐
冷
温
度
、

使
用
上
の
注
意
な
ど
の
品
質
表

示
を
チ
ェ
ッ
ク
。

さ
つ
ま
芋
を
各
銘
柄
の
ラ
″

使
う
目
的
に
応
じ
て

食
品
ラ
ッ
プ

ｊ
く
原
ア
と
答
え
た
人
は

八
八
％
、
。
時
々
僅
ア
が
Ｉ
〇

％
、
嵯
わ
な
い
Ｅ
が
二
％
で
し

た
。
‘
使
用
の
目
的
は
、
。
冷
蔵
庫

で
の
保
μ
卜
が
六
二
％
、
。
保

存
と
と
も
に
電
子
レ
ン
ジ
で
の

調
理
”
が
三
三
％
、
ぜ
の
拶

が
五
％
。
添
加
物
の
含
次
れ
た

ラ
″
プ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

1°”’

市では、母親の就労の保障と児童の健やかな育成のために児童福

祉の理念に基づき、保育行政をすすめています。今日まで、市民要

望に応え年次計画的に保育所を増設、施設の充実とともに保育内容

についても国の剔氏基準を上回り、さまざまな取り組みをしてきま

した。今回は保育行政のあらましについてお知らせします。

―

―
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な
の
で
つ
い
使
っ
て
し
ま
う
』

「
品
質
表
示
だ
け
見
て
も
有
害

か
無
害
か
わ
か
ら
な
い
人
が
多

い
」
な
ど
で
し
た
。

実
験
で
溶
け
る
も
の
も

つ
ぎ
に
、
さ
つ
ま
芋
と
鶏
肉

（
も
も
）
盈
便
っ
て
、
電
子
レ

ン
ジ
で
の
加
熱
テ
ス
ト
欠
行
い

モニター研究

Ｂグループ

プ
（
一
定
の
大
き
さ
）
で
包
み

加
熱
し
ま
し
た
。
・
＝
一
分
後
で
は

柔
ら
か
く
な
っ
た
も
の
、
熱
ぐ

な
っ
た
り
、
変
化
の
な
い
も
の

が
出
ま
し
た
。
六
分
後
、
・
弓

プ
同
士
が
く
っ
つ
い
て
し
ま
っ

た
も
の
、
変
化
の
な
い
も
の
も
。

九
分
後
に
は
、
溶
け
て
ぐ
っ
つ

い
て
離
れ
な
い
も
の
、
少
し
溶

け
た
も
の
、
変
化
の
な
い
も
の

（
広
げ
た
ら
縮
ん
で
い
た
）
に

分
か
れ
、
十
三
分
間
通
し
て
加

熱
し
た
ら
、
溶
け
た
も
の
、
異

常
の
な
い
も
の
と
が
あ
り
ま
し

た
。鶏

肉
（
も
も
）
を
皿
に
入
れ

同
じ
ぶ
つ
’
に
銘
柄
の
ラ
″
プ
を

か
け
て
加
熱
。
長
石
直
接
肉

に
触
れ
た
個
所
は
、
四
分
後
に

溶
け
、
縮
み
、
破
れ
ま
し
た
。

―

―

－

1

1

1

自

年
次
計
画
で
施
設
が
充
実

市
で
は
、
昭
和
二
土
〈
年
に
初

め
て
小
倉
双
葉
園
保
育
所
を
開
設
。

〈
口
口
で
は
、
公
立
、
民
間
立
を
合

わ
せ
て
二
十
ヵ
所
と
な
り
、
今
年

四
月
に
は
更
に
、
一
ヵ
所
が
開
設

で
き
る
予
定
で
す
。

特
に
、
人
口
が
急
増
し
た
時
は

市
民
の
要
望
に
応
え
毎
年
一
ヵ
所

か
ら
二
ヵ
所
開
設
す
る
と
と
も
に
、

既
設
の
保
育
所
の
増
築
か
好
い
、

定
員
聚
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
今
年
四
月
で
全
保
育
所

の
定
員
は
二
千
七
百
十
人
と
な
り

ま
す
。

保
育
に
欠
け
る

児
童
が
入
所

と
こ
ろ
で
、
保
育
所
は
ど
の
家

庭
の
児
童
も
無
条
件
で
入
所
で
き

る
も
の
で
は
な
ぐ
、
児
竜
福
祉
法

第
二
四
条
に
よ
り
、
「
保
育
に
欠

け
る
」
要
件
の
あ
る
児
童
を
、
保

護
者
の
委
託
を
営
け
保
護
者
に
替

わ
っ
て
保
育
す
る
こ
と
を
目
的
に

保育所施設と定員の推移

一応

－

25

20

2

す
る
児
竜
福
祉
施
設
で
す
。

「
保
育
に
欠
け
る
」
要
件
に
つ

15

10

5

58（年）
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2

1

つ
ぎ
に
深
い
容
器
に
肉
を
入
れ

れ
、
ラ
ッ
プ
が
触
れ
な
い
ぷ
つ

に
し
て
七
分
加
熱
し
た
と
こ
ろ

三
分
で
溶
け
て
破
れ
た
も
の
、

容
器
内
に
た
れ
下
が
っ
た
も
の

や
異
常
の
な
い
も
の
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

表
示
を
ま
ず
見
よ
う

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
品

質
表
示
奮
見
な
い
で
ラ
ッ
プ
を

ミ ミ ミ ーミ ー － － － － ミ・ ミ ミ ー－ － － － － － － － － － ・ －

い
て
は
、
国
が
入
所
で
き
る
基
準

（
措
置
基
準
）
か
次
の
ぷ
フ
に
設

け
て
い
ま
す
。

①
ほ
親
が
外
で
働
い
て
い
る
。

②
母
親
が
家
庭
内
で
家
事
以
外
の

仕
事
か
石
つ
て
い
る
。

③
母
親
が
死
亡
、
行
方
不
明
な
ど

の
理
由
で
家
庭
に
い
な
い
。

④
母
親
が
病
気
や
ヶ
が
あ
る
い
は

心
身
に
障
害
が
あ
る
。

⑤
ほ
親
が
病
人
や
心
身
障
害
者
の

世
話
を
し
て
い
る
。

⑥
家
庭
が
火
災
、
風
水
害
、
地
震

等
に
よ
り
り
災
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
従

い
「
保
育
に
欠
け
る
」
要
件
の
高

い
児
童
石
ら
、
三
歳
未
満
児
と
三

歳
以
上
児
そ
れ
ぞ
れ
の
定
員
夕
勘

案
し
な
が
ら
入
所
措
置
を
行
つ
て

い
未
了
。

国
・
府
・
市
・
保
護
者
が

運
営
費
を
負
担

保
育
所
が
開
設
し
児
童
が
入
所

し
ま
す
と
、
保
育
所
を
運
営
す
る

経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

運
営
費
は
国
、
都
道
府
県
、
市
と

買
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
ｙ
つ
で

す
。
使
用
目
的
に
応
じ
て
買
い

求
め
た
い
も
の
で
す
。

電
子
レ
ン
ジ
で
ラ
？
＼
プ
ｍ

用
す
る
場
合
、
野
菜
類
は
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
系
や
ブ
タ
ジ
エ
ン
系

の
耐
熱
温
度
セ
氏
一
〇
〇
度
前

後
で
も
よ
い
が
、
魚
肉
類
や
油

脂
の
多
い
食
品
の
場
合
は
耐
熱

温
度
一
四
〇
度
前
後
の
ポ
リ
塩

化
ビ
ニ
リ
デ
ン
の
方
が
よ
い
よ

う
で
す
。
＝
ｋ
＞
ｆ
＼
し
て
も
電
子
レ

ン
ジ
で
使
用
す
る
場
合
は
、
深

め
の
容
器
を
使
い
少
し
9
盲
一
を

抜
く
す
き
間
を
つ
く
っ
て
眼
つ

と
よ
い
ぷ
つ
で
す
。

ま
た
、
柔
軟
剤
、
安
定
剤
、

防
曇
剤
、
滑
剤
な
ど
の
ラ
″
プ

に
含
ま
れ
て
い
る
添
加
物
が
人

体
に
影
響
が
な
い
の
か
、
食
品

へ
移
行
し
な
い
の
か
な
ど
の
不

安
を
い
だ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
無
添
加
表
示
の
ラ
″
プ
も

あ
り
ま
し
た
。

（
商
工
観
光
課
）

保
護
者
が
負
担
ず
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
保
護
者
が

負
担
す
る
も
の
か
保
育
料
と
い
っ

て
い
ホ
ヂ
。

保
育
料
は
、
前
年
分
の
所
得
税

や
市
民
税
額
か
基
準
に
決
定
し
ま

す
。
保
育
料
は
Ｉ
率
で
な
ぐ
、
十

七
の
階
層
に
分
か
れ
て
い
ま
ず
。

ま
た
、
保
育
料
は
国
で
徴
収
基

準
額
を
設
け
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
改

定
さ
れ
未
了
。
市
の
場
合
は
、
五

十
七
年
四
月
に
改
定
。
前
年
度
（
す

な
わ
ち
五
土
〈
年
度
）
の
国
の
徴

収
基
準
総
額
の
七
割
を
保
護
者
に

負
担
し
て
い
た
だ
き
、
あ
と
三
割

は
市
が
負
担
し
、
保
護
者
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
兄

弟
が
入
所
し
た
場
合
、
第
二
子
以

降
の
保
育
料
を
二
分
の
一
に
減
額

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
他
、
市
で
は
保
育
内

容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
国
の
制

度
を
こ
え
て
長
時
間
保
育
、
産
休

明
け
保
育
、
障
害
児
保
育
な
ど
の

独
自
施
策
奮
犬
施
し
て
い
ま
す
。

（
次
回
は
、
保
育
所
の
運
営
経
費

に
つ
い
て
お
知
ら
芦
笛
す
）

み
な
さ
ん
は
、
「
匝
み
」
と
い

う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
と

き
に
は
「
か
み
」
と
訃
か
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
か
脚
は

逮
り
拠
け
る
こ
と
が
で
き
る
郷
い

路
次
の
こ
と
で
す
。

ず
Ｌ
Ｉ
よ
う
と
ち
″
う
し
ん
図
子
は
、
京
都
を
中
心
と
す
る

附
酎
心
刎
に
ヽ
お
く
か
ら
倣
わ
れ

て
き
た
言
葉
で
す
が
、
行
き
ど
ま

ほ
そ
み
ち
ず
し
り
に
な
っ
て
い
る
細
道
は
、
図
子

と
は
言
い
ま
せ
ん
。
い
ま
で
は
、

ロ
ー
ジ
と
か
、
お
け
ロ
ー
ジ
な
ど

い
ず
Ｌ
ろ
じ
こ
ど
ぅ
と
言
っ
て
、
図
子
も
路
次
も
距
同

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
む
か
し
の
μ

は
ヽ
き
っ
ち
り
と
託
恥
を
倣
い
俳

図子は

抜け路次

け
て
い
た
の
で
す
。

図
子
が
多
い
と
こ
ろ
は
、
町
が

畷
似
ら
れ
て
い
て
ヽ
祀
眼
に
も
毅

が
建
っ
て
い
る
と
い
っ
た
場
所
で

あ
る
こ
と
は
、
1
1
1
う
ま
で
も
あ
り
う
じ
し
な
い
お
お

ま
せ
ん
。
宇
治
市
内
に
も
多
く
の

即
予
が
あ
り
、
む
か
し
を
し
の
ぼ

せ
る
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
い
ま
で
は
そ
の
か
も
は
と
ん

⑩

な
ど
と
ゆ
ば
れ
る
Ｓ
ｔ
ｆ
が
あ
り
ま

す
。
ウ
ワ
ン
は
和
敏
、
シ
ョ
ウ
ボ

は
正
原
の
こ
と
で
ヽ
心
戸
ホ
但
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
予
に
擲
し
て
ヽ

前
臨
（
釦
感
や
泣
汚
尉
か
な
ど
に

や
浄
難
を
㈲
め
て
い
た
診
難
慧
春

の
こ
と
）
の
恥
喀
浙
を
誓
郷
£

測
の
毅
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
の
か
が
伽
い
た
の
で
戈

な
い
防
砂
に
は
ヽ
「
ぢ
ぞ
う
の

ず
し
」
・
「
は
む
ら
の
ず
し
」
な

ど
の
か
も
キ
か
れ
て
い
ま
す
ｏ
＾

獄
の
Ｓ
ｒ
ｆ
に
は
肪
緻
洽
廓
と
1
1
う

儲
圃
の
彫
い
お
洽
厠
さ
ま
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
お
洽
献
さ
ま
は
、

い
ま
石
筝
階
の
孵
に
肌
さ
れ
て
い

ま
す
・
ま
た
ヽ
は
む
ら
の
可
み
は

裁
く
か
ら
「
廓
枇
眼
」
と
い
う
眼

を
聡
似
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
ヽ
伺
島
眼
に
は
ヽ
轟

む
み
佛
・
一
Ｅ
一
か
み
肘
と
中
ば
れ
た

と
こ
ろ
が
あ
り
ヽ
加
奮
眼
に
は
む

寄
り
の
お
話
の
中
に
、
と
き
ど
き

出
て
く
る
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
う
じ
Ｉ
Ｌ
ど
お
り
ょ
う
た
と
え
ば
、
宇
治
娑
通
り
の
両

側
に
ひ
ろ
が
る
町
の
中
に
は
、
ウ

ワ
ン
の
ズ
シ
ー
シ
ョ
ウ
ボ
の
ズ
シ

せ
る
か
で
か
ば
れ
て
い
た
の
で
す
予
眼
と
い
う
眼
恰
が
ぽ
え
ら
れ
て

が
、
い
ま
で
は
そ
の
か
も
は
と
ん
い
ま
す
・
い
ず
れ
も
Ｓ
ｒ
ｆ
の
蔵
倣

ど
ま
れ
ら
れ
ヽ
ぶ
く
に
砂
む
お
肘
を
戦
を
と
す
る
眼
献
で
ヽ
心
崇
一

争
り
の
お
譲
の
孵
に
ヽ
と
き
ど
き
刷
の
影
心
戦
を
だ
っ
た
の
で
す
・

政
予
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

あ
る
は
ず
で
す
。
み
な
さ
ん
も
ぶ

く
の
図
子
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
歴
史
資
料
室
）
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生活に根ざす保育所

宇治市の保育行政
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今
年
も
、
市
・
府
民
税
の
申
告

を
し
て
い
た
だ
ぐ
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
次
の
ぷ
7
な
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
の
で
、
早
め
に
お
す

ま
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
告
が
必
要
な
人
〉

ｍ
昭
和
5
7
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た

人
。
た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け

で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
市
役
所
へ
提
出
さ
れ
て
い

る
人
や
税
務
署
へ
確
定
申
告
さ

れ
た
人
は
除
き
ま
す
。

ｃ
5
給
与
所
得
者
で
も
、
農
業
所
得
、

家
賃
、
そ
の
他
の
所
得
の
あ
っ

た
人
。

Ｃ
Ｏ
配
当
所
得
が
あ
り
、
所
得
税
に

つ
い
て
源
泉
分
離
選
択
課
税
を

受
け
た
人
。

剛
利
子
所
得
の
あ
る
人
で
、
所
得

税
で
総
合
課
税
夕
受
け
た
人
。

Ｋ
雑
損
控
除
や
医
療
ｅ
控
除
な
ど

を
受
け
よ
ラ
と
す
る
人
。

㈲
純
損
失
や
繰
越
し
て
控
除
ｍ

け
よ
シ
と
ｙ
る
人
。

な
お
、
生
命
保
険
料
控
除
や
医

療
費
控
除
夕
受
け
る
と
き
は
、
領

収
書
や
証
明
書
を
申
告
書
に
そ
λ

る
か
、
提
示
し
て
い
た
だ
ぐ
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▼
里
幼
間
・
・
・
2
月
1
6
日
團
～

3
月
1
5
日
脚
、
期
間
中
は
土
曜
日

も
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

受
け
付
け
柔
す
▼
と
こ
ろ
・
・
・
市
役

所
市
民
税
課
、
支
出
役
所
に
お

越
し
に
な
れ
な
い
場
合
は
、
左
表

沿
屏
で
出
張
受
付
け
し
示
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
市
民
税
課
）

所
得
税
の
確
定
申
告

相
談
所
を
開
設

小
規
模
事
業
者
の
申
告
の
手
助

け
な
ず
る
た
め
、
税
理
士
会
宇
治

出張受付の日程表

とき ところ

％

（月）

小ａ公民館

京都銀行六地蔵支店

％

（火）

木幡公民館

伊勢田公民分館
％

團

広野公民分館

西小介集会所

弘

固

旦椋公会堂

開公民分館
％

Ｓ
紫ヶ丘公民分館
六地ＩＳ．公会堂

％

側

東宇治消防分署

西大久保集会所

弘

（火）

西岡屋集会所

太陽神戸銀行宇祐支店

受付時間は午前10時－正観
午後ｌ時－4時ただし太
陽神戸銀行は3時まで）

（
右
が
上
羽
さ
ん
、
左
が
西
村
さ
ん
）

ひたすら走る

支
部
が
中
心
に
、
納
税
協
会
、
宇

治
商
工
会
訊
所
な
ど
の
共
催
で
相

談
所
が
開
か
れ
乖
ｙ
。
相
談
は
無

料
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
十

時
か
ら
午
悛
四
時
ま
で
。

▼
宇
治
商
工
会
議
所
・
・
・
2
月
2
2

日
・
2
3
日
、
3
月
1
日
・
2
日
、

8
日
～
Ｈ
日
▼
木
幡
公
民
館
・
・
・
2

月
2
5
日
・
2
8
日
、
3
月
8
日
・
1
0

日
・
1
1
日
ｙ
京
都
銀
行
小
倉
支
店

…
2
月
2
4
日
、
3
月
3
日
・
4
日

・
9
日
～
Ｈ
日
▼
京
都
銀
行
大
久

保
支
店
…
2
月
2
3
日
・
2
4
日
、
3

月
8
日
1
1
0
日
。
（
宇
治
税
務
署
）

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日

か
ら
千
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
一
回
吏
陛
、

数
回
に
わ
た
っ
て
合

計
五
千
平
方
μ
（
基

準
面
積
）
以
上
の
土

地
夕
取
得
し
た
人
は
。

二
月
二
十
八
日
ま
で

に
「
特
別
土
地
保
有

税
」
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
登
記
が

移
っ
て
い
な
ぐ
て
も
現
実
に

来
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
″

ク
か
ら
。
女
子
マ
ラ
ソ
ン
‘
が
正
式
種

目
と
な
っ
た
の
を
契
機
に
、
女
子
中
・

長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
の
強
化
と
新
し
い
選

手
の
発
掘
を
目
的
と
し
て
さ
る
一
月

二
十
三
日
に
京
都
市
内
で
開
か
れ
た
第

一
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競

走
大
会
。
こ
の
大
心
一
で
京
都
府
チ
ー
ム

は
第
二
位
と
素
晴
し
い
成
績
だ
っ
た
。

そ
の
京
都
府
代
表
選
手
の
一
人
、
九

区
（
一
ｊ
）
蔵
「
た
だ
向
こ
う
ま
で

全
力
で
走
り
、
柏
木
選
手
に
引
き
継
げ

ぱ
よ
い
」
と
夢
中
で
か
け
ぬ
け
た
西
村

淳
子
さ
ん
と
、
惜
Ｌ
で
も
出
場
の
機
会

は
の
が
し
た
が
補
欠
選
手
と
し
て
半
年

公民館のおしらせ
○宇治市公民館…宇治里尻71の9

｛ｎ公2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑34

の7（ｎｃ8290）

○宇治市小倉公民館小倉町寺内

91（ｎｃ4687）

第
5
回
子
ど
も
映
画
会

お
友
だ
ち
と
見
に
き
て
ね
。

▼
と
き
・
・
・
2
月
1
9
日
出
、
午
後

引
き
渡
し
さ
れ
て
い
る
土
地

で
あ
れ
ば
、
申
告
し
な
け
れ

ぱ
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

非
課
税
土
地
・
特

例
譲
渡
お
よ
び
免
除

の
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
も
、
申
告

書
と
と
も
に
認
定
申

告
書
か
扱
出
し
で
Ｉ

だ
さ
い
。
用
紙
は
資
産
税
課

に
あ
り
ま
す
。
（
資
産
税
課
）

問
、
五
回
の
合
宿
と
十
回
の
練
習
会
で

実
力
を
つ
け
、
緊
張
し
た
忠
刄
塞
っ

た
上
羽
弘
子
さ
ん
の
二
人
は
東
宇
治
高

校
の
二
年
生
。

こ
の
二
人
の
成
長
今
宵
返
っ
て
東

宇
治
高
校
陸
上
部
顧
問
の
吉
田
先
生
は
。

「
端
か
ら
見
て
い
て
も
怖
い
ぐ
ら
い
上

り
調
子
だ
っ
た
。
西
村
は
一
年
と
少
し
、

上
羽
で
も
三
年
と
い
う
短
か
い
経
験
し

か
な
ぐ
、
全
ぐ
未
知
の
力
夕
秘
め
て
い

た
わ
け
で
、
そ
れ
が
Ｉ
ラ
と
い
＞
＜
ｒ
＼
限
ら

れ
た
距
離
夕
全
速
力
で
走
る
と
い
う
具

体
的
で
明
確
な
目
標
が
与
λ
ら
れ
、
ま

た
い
い
先
輩
に
恵
去
ぞ
、
そ
の
雰
囲

気
の
中
で
開
花
し
て
い
っ
た
」
と
語
る
。

西村淳子さん（17）上羽弘子さん

（16）

2
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
…
小
倉

公
民
館
▼
上
映
作
品
・
：
「
た
ぬ
き

の
恩
が
え
し
」
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
1
1
分
）
、
「
花
の
き
村
と
盗
人

た
ち
」
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
2
6
分
）

「
下
町
の
お
ぱ
ち
ゃ
ん
先
生
」
（
児

童
劇
映
画
3
1
分
）
。
入
場
無
料
。

小
倉
公
民
館
ま
つ
り

発
表
作
品
を
募
集

第
二
回
小
倉
公
民
館
ま
っ
り
を

三
月
に
開
催
。
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
表
見
回
、
地
域
の
人
々

と
っ
な
が
り
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
つ
ど
い
…
3
月
1
2
日
と
1
3
日

▼
作
品
発
表
・
：
3
月
1
9
日
～
2
1
日

▼
人
形
劇
の
っ
ど
い
・
・
・
3
月
2
5
日
。

〈
募
集
作
品
〉
日
本
画
、
油
絵
、

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

楳
島
町
地
域
の
地
域
整
備
計
画

の
策
定
の
た
め
の
協
議
会
を
開
催
。

走
っ
て
い
ヱ
古
し
い
と
き
、
「
後
で

後
悔
す
る
か
ら
、
今
が
ん
ば
っ
て
前
の

人
に
つ
い
て
行
こ
う
と
思
う
」
と
、
ひ

た
す
ら
走
る
こ
と
に
集
中
し
苦
し
さ
を

琴
裁
え
よ
シ
と
す
る
勝
気
な
答
え
が

西
村
さ
ん
か
ら
辺
っ
て
き
た
。

二
人
は
同
世
代
の
女
子
高
校
生
に
、

「
楽
な
方
に
行
李
や
す
い
と
思
う
。
苦

し
い
こ
と
に
も
立
ち
向
か
っ
て
欲
し
い
」

と
き
っ
ば
り
言
い
き
っ
た
。

彼
女
た
ち
の
次
の
目
標
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
了
洒
躍
す
る
こ
と
だ
。
上
羽
さ
ん

は
、
「
駅
伝
で
走
ら
な
か
っ
た
分
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
力
を
発
揮
す
る
」
と
決

め
て
い
る
。

二
人
と
も
小
柄
で
お
と
な
し
い
、
は

に
か
み
や
だ
が
、
う
ち
に
秘
め
た
も
の

は
大
き
い
。
目
標
零
ハ
今
辿
げ
、
記

録
を
更
進
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

（
に
し
む
ら
じ
ゅ
ん
こ
さ
ん
＝
五
ヶ

床
広
岡
谷
在
住
、
う
え
ば
ひ
ろ
こ
さ
ん

1
木
幡
南
山
畑
在
住
）

水
彩
画
、
拓
本
、
写
真
、
児
童
画
、

書
、
水
墨
画
、
つ
ま
み
画
、
ア
ー

ト
フ
ラ
ワ
ー
、
各
種
手
芸
作
品
、

研
究
レ
ポ
ー
ト
、
俳
句
、
短
歌
、

木
彫
な
ど
▼
申
し
込
み
・
：
3
月
1
5

日
ま
で
に
小
倉
公
民
館
へ
。

家
庭
教
育
学
級

小
・
中
学
生
は
何
夕
考
え
、
求

め
て
い
る
か
。
大
人
は
＼
ｖ
ｒ
％
あ
る

で
拓
を
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程
と
内
容
…
左
表
▼
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
市
公
民
館
▼
時
間
…
午

後
1
時
半
～
3
時
半
▼
定
員
…
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇

治
市
公
民
館
へ
、
電
話
か
来
館
で
。

家庭教育学級の日程表

日 内容 講師

2／22（幻

開濤式

オリエンテーション

「子どもの心の兌達」

京Ｍ育大学
教授

栗田侈5ん

3／1（・灯
「子どものからだの

発達」

京菰文概短期

大学教授

平井新司きん

3／8（・幻「観子・ｔ関係」

市青少年対策

Ｉ専門指導貝

ａｍ－さん

3／15（・幻
「子どもをとりまく

環ｊ

青少年腱全育

広遠議会会長

笠鴫綬瑞さん

3／22肉「子どもにとってａｓとは」

児童文学研究

者

菅野（3賢さん

3／29肉

ｒ育ちゆく子どもとその

性の指導」（小・中学生

をもつ親として）閉丿式

日本性教育研

究会常任理＊

今村要遺きん

住
民
の
方
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
2
月
1
5
日
脚
、
午
後

7
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
市
農
協

橘
島
支
店
。
（
企
画
課
）

市
職
員
を
募
集

っ
清
掃
作
業
員
・
：
昭
和
2
2
年
4
月

2
日
～
4
0
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
男
子
（
採
用
予
定
1
人
）

ご
学
校
用
務
員
…
昭
和
1
7
年
4
月

2
日
～
4
0
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
男
子

ひ
学
校
調
理
員
・
・
・
昭
和
2
2
年
4
月

2
日
1
4
0
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
女
子

▼
試
験
…
2
月
2
0
日
面
、
午
前

9
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
中
学

校
▼
申
し
込
み
・
：
市
販
の
履
歴
書

に
記
入
し
、
最
近
6
ヵ
月
以
内
の

本
人
の
写
真
を
は
り
、
申
込
書
を

そ
凡
て
清
掃
作
業
員
の
希
望
者
は

職
貝
課
へ
、
そ
れ
以
外
は
教
育
委

員
会
総
務
課
へ
提
出
欠
郵
送
で

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
実
施
要
領

と
申
込
沓
は
担
当
課
で
配
布
▼
受

付
期
間
…
2
月
1
4
日
側
1
1
9
日
出

正
午
。
（
職
員
課
・
総
務
課
）

戦
傷
病
者
の
乗
車
券

引
換
証
の
交
付

昭
和
五
十
八
年
度
分
の
戦
傷
詞

者
乗
申
券
引
換
証
の
交
付
請
求
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
戦
傷
病
者

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
交

付
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
戦
傷
病

者
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え

福
祉
事
務
所
社
会
課
へ
。
（
社
会
課
）

市
町
村
対
抗
リ
レ
ー

宇
治
代
表
選
手
を
募
集

三
月
二
十
日
㈲
、
太
陽
が
丘
で

開
か
れ
る
「
府
民
ト
リ
ム
の
つ
ど

い
」
の
中
の
市
町
村
対
抗
リ
レ
ー

に
出
場
す
る
代
表
選
手
を
募
集
。

▼
参
加
資
格
・
・
・
市
民
で
3
月
2
0

日
現
在
満
1
5
歳
以
上
の
人
で
、
5
7

年
度
日
本
陸
上
競
技
協
会
登
録
者

は
除
く
▼
選
壬
堪
考
必
一
・
：
2
月
1
9

日
出
の
午
後
▼
申
し
込
み
・
・
・
2
月

1
7
日
ま
で
に
市
民
体
育
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
。
吊
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
〉

▼
と
き
・
・
・
2
月
1
7
日
出
、
午
後

7
時
Ｆ
9
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
神
明
小

学
校
体
育
館
。
（
市
民
体
育
課
）

宇
治
茶
の
飲
み
方
教
室

▼
と
き
・
：
2
月
2
3
日
出
、
午
後

1
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
：
講
演

と
宇
治
茶
の
出
し
方
・
飲
み
方
▼

費
用
・
・
・
三
百
円
▼
定
員
…
4
0
人
▼

申
し
込
み
‘
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
（
き
⑩
2
3
1
5
）
へ
。

寒
風
に
吹
か
れ
て
セ
リ
の
収
穫
（
棋
島
町
で
）

「
君
が
た
め
春
野

に
出
で
で
若
菜
摘
む

我
が
衣
手
に
雪
は
降

り
つ
つ
」
旧
暦
で

一
亭
Ｚ
岑
年
は
二
月

十
三
日
が
元
旦
、
七

草
は
十
九
日
。
七
草

が
ゆ
を
徊
っ
に
し
で

も
、
新
暦
と
旧
暦
で

は
趣
が
異
な
る
。
立

春
か
扇
套
岑
頃
に

な
っ
で
ぷ
コ
や
く
草

木
も
芽
塗
モ
草
も

摘
め
る
の
で
あ
る
。

早春の香りセリ

そ
の
七
草
「
セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
、

ゴ
ギ
ョ
ウ
、
ハ
コ
ベ
、
ホ
ト
ケ

ノ
ザ
、
ス
ズ
ナ
、
ス
ズ
シ
ロ
」

の
う
ち
セ
リ
は
、
他
の
が
昔
の

名
か
伝
え
で
い
な
い
の
に
比
べ

古
今
同
じ
名
で
あ
る
の
が
出
色
。

原
産
は
ジ
ャ
ワ
で
、
日
本
で

も
沼
や
沢
、
小
川
、
水
田
な
ど

に
自
生
す
る
多
年
草
。
栽
培
起

源
は
明
砥
七
は
な
い
が
、
江

戸
中
期
に
は
東
京
足
立
本
木
町

と
仙
台
郊
外
な
ど
が
良
質
の
産

地
と
さ
れ
で
い
た
よ
う
だ
。

現
在
宇
治
市
で
は
、
巨
椋
池

干
拓
田
の
豊
か
な
わ
き
水
夕
莉

用
し
で
三
戸
の
農
家
が
六
〇
7

②

ほ
芦
栽
培
し
で
い
で
、

十
一
月
か
ら
二
月
に

か
け
で
約
二
五
丿
を

京
都
市
場
に
出
荷
。

栽
培
方
法
は
、
秋

の
彼
岸
の
頃
、
種
ゼ

リ
を
定
植
し
水
を
張

ら
な
い
状
態
か
ら
次

第
に
水
を
深
く
し
、

水
中
で
茎
を
白
ぐ
軟

く
育
ぐ
む
。
収
穫
は

厳
冬
期
で
寒
風
の
吹

く
中
、
水
に
洗
わ
れ

で
の
手
作
業
で
あ
る

か
ら
、
労
多
く
「
キ
間
売
り
」

と
呼
ば
れ
る
の
も
ラ
な
ず
け
る
。

養
分
は
ビ
タ
ミ
ン
類
が
中
心
。

弱
い
発
汗
作
用
か
鎧
す
成
分
も

含
ま
れ
、
感
冒
に
有
効
で
あ
る
。

ま
た
「
本
草
経
」
に
。
精
を
養

い
血
脈
を
保
し
、
気
を
益
父

体
を
肥
健
な
ら
し
の
、
食
を
お

ご
ら
1
ゐ
る
」
と
あ
る
か
ら
、

さ
し
ず
め
自
然
健
康
食
品
。

一
東
百
五
十
円
ぐ
ら
い
で
、

八
百
屋
に
並
ん
で
い
る
。
―

シ
ャ
キ
と
し
た
歯
ざ
わ
り
と

早
春
の
香
り
は
格
別
。
ご
家
庭

で
も
チ
ョ
″
卜
気
取
っ
で
な
べ

物
に
。
そ
の
ほ
か
、
セ
リ
め
し

や
お
ひ
た
し
、
目
先
を
変
え
で

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
あ
え
な
ど
。

ｒ
こ
牝
わ
ざ
に
西
十
二
の
厄

年
に
芹
は
食
わ
汐
と
一
啓
示

多
年
性
の
セ
リ
も
四
十
二
年
目

に
は
尽
き
る
と
の
俗
説
か
ら
だ
。

153

お
知
ら
せ

宇
治
に
生
き
る

特別土地保有税申告は2月28日まで

お早めに市・府民税の申告

第1回全国女子駅

伝京都代表選手

私
の
台
所

字
治
の
特
産
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制
度
上
の
矛
盾
が
顕
著
に

国
の
責
任
で
対
処
を

宇
治
市
の
国
民
健
康
保
険
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
事
業
開
始
以
来
、
地
域
の

医
療
保
障
の
中
心
と
し
て
大
さ
く
発
展
を
と
げ
て
さ
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近

の
医
療
費
の
急
騰
は
、
国
保
財
政
に
大
変
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
答
え
、
こ
の
厳
し
い
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

問
宇
治
市
の
国
民
健
康
保
険

は
赤
字
だ
と
聞
い
て
ま
ふ
、
ど

の
よ
う
な
状
況
ぶ
ふ
。

答
昭
和
五
十
七
年
度
で
二
億

九
千
七
百
万
円
ほ
ど
の
累
積
赤
字

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
原

因
と
な
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、
ま
ず
国
保
の
財
政
基
盤

が
大
変
弱
い
こ
と
、
そ
れ
に
医
療

費
の
支
払
い
が
急
騰
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

問
国
保
の
財
政
は
ど
の
ぷ
コ

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

答
国
保
加
入
者
で
あ
る
被
保

険
者
の
保
険
料
と
国
か
ら
の
補
助

金
で
吏
だ
っ
て
い
ま
す
。
五
十

六
年
度
で
は
、
歳
入
総
額
の
ら
弧
一

五
六
・
一
％
が
国
の
補
助
金
で
す

が
、
毎
年
こ
の
割
合
が
低
下
し
、

そ
の
補
助
率
も
一
定
で
な
い
う
え

長
年
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
な
の
が

現
状
で
す
。

問
国
か
ら
の
補
助
率
は
戸
戴

ぐ
ら
い
で
す
か
。

答
た
と
え
ば
医
療
費
に
対
す

る
補
助
率
は
、
四
十
一
年
か
ら
四

〇
％
に
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
す
。

こ
の
た
め
、
急
騰
す
る
医
療
費
と

補
助
額
の
差
が
膨
大
な
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
補
助
基
準

額
も
低
額
で
、
補
助
そ
の
も
の
が

な
い
も
の
も
あ
り
、
五
土
八
年
で

は
七
億
九
千
万
円
余
り
の
超
過
負

担
が
生
じ
て
い
卓
子
。

盛
ん
に
な
っ
て
き
た
中
高
年
の
ス
ポ
ー
ツ

少
な
い
収
入

大
き
な
医
療
費

問
保
険
料
収
入
は
ａ
ｊ
．
ｃ
＼
Ｍ
つ

て
い
ま
す
か
。

答
国
保
は
そ
の
制
度
上
、
長

年
企
業
で
働
き
退
職
し
た
人
や
中

小
零
細
企
業
の
従
業
員
や
自
営

業
者
、
年
金
所
得
者
な
ど
知
会

保
険
に
加
入
で
き
な
い
人
を
対
象

に
し
た
地
域
保
険
制
度
で
す
。
従

っ
て
、
お
年
寄
り
や
経
済
的
に
不

安
定
な
人
が
多
く
加
入
し
て
い
ま

す
。
五
土
〈
年
度
で
み
た
場
合
、

六
十
歳
以
上
の
人
の
加
入
割
合
は

二
〇
・
一
％
に
な
り
康
Ｋ
政
府

市内医療機関と病床数の推移

管
掌
健
康
保
険
が
九
・
一
％
、
組

〈
顔
康
保
険
が
五
・
八
％
ぷ
ふ

ら
、
大
き
な
開
き
が
あ
り
康
ｙ
。

お
年
寄
り
な
ど
は
、
ど
夕
し
て
も

病
気
に
か
か
る
率
が
高
く
な
り
ま

す
が
反
面
、
保
険
料
の
基
礎
と
な

る
所
得
が
少
な
い
と
い
ラ
特
徴
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
保
が
、

必
然
的
に
少
な
い
収
入
と
大
政
な

医
療
費
需
要
と
い
う
宿
命
を
負
わ

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

こ
こ
数
年
の
経
済
不
況
は
保
険
料

の
基
礎
と
な
る
所
得
の
伸
び
夕
低

下
さ
せ
た
た
め
、
保
険
料
収
入
は

伸
び
て
い
ま
せ
ん
。

入
院
医
療
費
が

二
・
九
二
倍
に

問
国
保
の
財
政
を
圧
迫
し
て

い
る
医
療
費
の
急
騰
は
ど
れ
ぐ
ら

い
の
額
に
な
る
の
で
す
。

答
五
十
一
年
度
で
は
十
八
億

一
千
五
土
八
万
円
で
あ
っ
た
医
療

費
が
、
五
土
〈
年
度
で
は
四
十
二

億
九
千
九
百
七
十
三
万
円
に
な
り
、

五
年
間
で
実
に
二
・
三
七
后
に
な

り
圭
し
た
。
こ
の
う
ち
特
に
、
入

院
医
療
費
は
二
・
九
二
倍
と
増
え

て
い
ま
す
。

問
一
人
当
た
り
に
す
れ
ば
い

く
ら
の
医
療
費
に
な
る
の
ぶ
ふ
。

答
五
土
八
年
度
の
被
保
険
者

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
全
国

平
均
で
十
一
万
四
百
四
十
五
円
な

の
に
対
し
市
で
は
十
三
万
九
十

八
円
と
、
一
万
九
士
〈
百
五
十
三

円
も
高
く
な
っ
て
い
ホ
チ
。
ま
た
、

老
人
医
療
受
給
者
一
人
当
た
り
の

医
療
費
で
は
、
全
国
平
均
三
十
八

万
四
千
九
百
土
〈
円
で
あ
る
の
に
、

市
で
は
五
十
五
万
七
千
五
百
三

円
と
実
に
大
真
喘
た
ぴ
が
あ
り
、

五
十
七
年
度
見
込
み
で
大
十
七
万

円
ほ
ど
が
予
測
さ
れ
大
変
な
状
況

で
す
。

問
で
は
、
医
療
費
が
急
騰
し

て
い
る
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

す
か
。

答
要
因
と
し
て
、
医
療
費
の

請
求
方
法
が
。
出
来
高
払
い
制
芦

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
五
十
四
年

ご
ろ
か
ら
市
内
の
病
院
の
新
・
増

設
が
続
き
、
ベ
ッ
ド
物
石
増
加
、

最
新
医
療
機
器
に
よ
る
検
査
な
ど

で
、
入
院
件
数
や
日
数
も
急
増
し

た
こ
と
や
、
一
日
当
た
り
の
Ｅ
療

費
が
全
国
平
均
よ
り
も
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
水
子
。

み
ん
な
の
国
保
を

み
ん
な
の
手
で
守
ろ
う

。
誤
っ
た
受
診
″
を

し
な
い
こ
と

問
大
変
厳
し
い
国
保
の
状
況

に
対
し
て
被
保
険
者
は
ど
の
ぶ
コ

な
点
に
注
意
ｙ
れ
ば
よ
ろ
し
い
か
。

答
第
一
に
、
経
過
が
思
わ
し

く
な
い
か
ら
と
い
っ
て
医
療
機
関

を
転
々
と
し
た
り
、
む
や
み
と
薬

を
求
め
た
り
す
る
誦
つ
た
受
診

を
し
な
い
こ
と
で
す
。
時
間
外
や

休
日
に
受
診
す
れ
ば
割
増
料
金
が

か
か
り
康
す
の
で
急
患
の
場
合
以

外
は
擢
脈
乙
だ
さ
い
。
第
二
に
、

散
歩
や
体
操
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど

自
分
の
体
に
あ
っ
た
運
動
を
し
た

り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

や
十
分
な
休
養
な
ど
、
日
常
的
な

健
康
管
理
に
努
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

第
三
に
、
保
険
料
は
必
ず
期
日
ま

で
に
納
め
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
で
す
。

保
険
料
が
嵩
い
Ｌ
と
の
意
見
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

医
療
費
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
増
加
す
れ
ば
ず
る
ほ
ど

6
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5
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5
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保
険
料
の
負
担
か
多
く
し
て
い
た

だ
ぐ
こ
と
に
な
り
未
了
。
ま
た
、

期
日
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
と
医
療
機
関
へ
の
支
払
い
が

困
難
に
な
り
、
借
金
に
よ
っ
て
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
借

金
の
利
息
は
み
な
さ
ん
の
負
担
に

な
る
の
で
す
。
五
十
七
年
度
で
の

利
息
だ
け
で
も
一
千
四
百
万
円
に

も
な
る
見
込
み
で
す
。

問
市
は
、
国
保
聚
守
る
た
め

に
、
ど
切
よ
之
諮
力
を
し
て
い

る
の
で
す
か
。

答
五
十
八
年
度
の
国
の
国
保

関
係
予
算
は
、
非
常
に
厳
し
い
も

二
月
一
日
か
ら
老
人
保
健
法
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律

は
、
老
後
の
健
康
保
持
と
適
切
な

医
療
の
確
保
を
め
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

七
十
歳
以
上
の
人
と
六
十
五
歳

以
上
の
寝
た
き
り
の
人
を
対
象
と

し
て
い
た
老
人
医
療
制
度
は
、
そ

の
医
療
費
の
七
割
を
国
保
な
ど
の

保
険
制
度
か
ら
、
三
割
広
又
医

療
か
ら
負
担
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
が
国
保
財
政
Ｍ
＜
1
Ｋ
）
Ｖ
圧
迫
ず

る
原
因
の
一
つ
で
し
た
。

参
人
保
健
法
で
は
、
対
象
者
の

医
療
に
つ
い
て
国
保
か
ら
切
り
離

さ
れ
、
老
人
保
健
で
医
療
機
関
に
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の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

市
と
し
て
は
、
国
保
財
政
が
い
く

ら
厳
し
く
と
も
被
保
険
者
の
命
と

く
白
し
を
守
る
保
険
事
業
か
砥
止

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
引
き
続
き
国
や
府
な
ど
に
補

助
金
の
増
額
や
制
度
の
抜
本
的
改

正
を
強
く
要
望
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
被
保
険
者
の
み
な

さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
限
り
な
く

急
騰
す
る
医
療
費
夕
ど
の
よ
ｙ
つ
に

し
Ｉ
歯
止
め
‰
痴
け
る
の
か
。

ど
の
ぶ
つ
に
す
れ
ば
健
全
財
政
に

な
る
の
か
を
考
え
て
い
た
だ
ぐ
よ

ラ
お
願
い
し
ま
す
。

か
か
る
こ
と
に
な
り
ふ
チ
。
た
だ

し
、
国
保
の
資
格
は
そ
の
ま
ま
残

り
、
医
療
費
以
外
の
給
付
は
国
保

か
ら
支
払
い
、
保
険
料
も
納
め
て

い
た
だ
章
示
ｙ
。

老
人
保
健
の
運
営
は
、
国
・
都

道
府
県
・
市
町
村
・
国
保
な
ど
の

保
険
が
共
同
し
負
担
。
負
担
割
合

は
、
保
険
に
加
入
し
て
い
る
老
人

と
、
そ
れ
に
係
る
医
療
費
を
も
と

に
積
算
し
毒
ｙ
。
市
の
場
合
、
老

人
の
医
療
費
が
非
常
に
多
く
、
加

入
割
合
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の

で
、
大
き
な
負
担
軽
減
に
は
な
ら

ず
、
国
保
の
財
政
状
況
が
好
転
す

る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

575655545352
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用
語
解
説

超
過
負
担
・
・
・
本
来
、
国
が
負
担
す
べ
き
も
の
を
地
方
公
共
団
体
が
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
高
額
療
養
費
制
度
は
、
国
が
五
〇
％
ｍ
助
す
る
と
い
う
建
前
で
発
足
。
し
ぶ
し
、
当
初
か
ら
約
三
三
％
の
補
助
レ
か
な
く
、
五
土
八
年
度
は
二
三
・
二
％
の
補
肘
金
が
交
付
さ
れ
た
に
す
Ｈ
ｍ
ｉ
ｆ
ｉ
ん
。
こ
の
場
合
、
二
六
・
八
％
が
超
過
負
担
に
な
り
ま
す
。
事
務
費
は
、
国
が
全
額
拙
撃
丿
べ
き
建
前
で
す
が
、
現
実
に
は
四
六
・
五
％
と
い
う
低
い
負
担
で
す
。
◇
出
来
高
払
い
・
・
・
医
療
の
技
術
や
内
容
よ
り
も
、
何
か
戸
瓦
だ
け
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
忿
ｍ
求
額
が
決
定
さ
れ
未
ｙ
。
◇
地
域
保
険
制
度
・
・
・
社
必
一
保
障
制
度
の
う
ち
社
会
保
険
制
度
は
、
市
町
村
の
住
民
を
対
象
と
し
た
地
域
保
険
と
被
用
者
を
対
象
に
し
た
職
域
保
険
の
二
つ
に
分
か
れ
車
ｙ
。
地
域
保
険
と
し
て
は
国
民
健
康
保
険
が
あ
り
、
職
域
保
険
と
し
て
は
健
康
保
険
、
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
。
・
各
種
共
済
組
合
な
ど
が
あ
り
未
丁
。
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国民健康保険と

老人保健法の関係は

医療費が国保を圧迫
国民健康保険
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